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生物は種によって様々な生殖様式を獲得しており，

多種多様なメカニズムが多様な動植物を作り出す原

動力となっている。しかし，世界的規模で起きてい

る環境変化は生物にとって劇的であり，生物が本来

持っている環境への適用能力の範囲を超え，生殖サ

イクルが短い生物種の多様性を低下させている。多

くの動植物が種の存続の危機に瀕している今，人間

も特別な生物ではない。生殖のメカニズムの中で，

受精は，2種類の生殖細胞から細胞融合によって 1

個の新しい細胞を作り出す，短時間で起こる現象で

ある。短時間ではあるものの，その過程のうちの1

つでも異常が認められると，受精の進行が妨げられ，

次世代を担う一個の細胞としての受精卵が形成され

なくなる。受精の膜融合では，精子側因子として

Izumo1，卵側因子としてCD9 が必須であり，精子お

よび卵子の細胞膜に存在すると考えられている。さ

らに最近の研究から，CD9は卵子から放出されるナ

ノサイズの膜構造体（エキソソーム，exosome）の

主要な構成成分であることが明らかになった。今回

は，CD9を介した配偶子融合の分子メカニズムを中

心にして，哺乳動物の受精に関わる分子メカニズム

について紹介したい。
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